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[目的]クリは土壌病害,接ぎ木不親和,凍害など根や接ぎ木に関する栽培上の問題が多いが,栽培品種の白根苗や優良台木

クローンを大量増殖する手法のないのが現状である.いっぽう,ニホングリの組織培養は非常に難しく,植物体の再生に成功した

例がない.発表者らも,ヨーロッパグリの微細繁殖の例を参考に,ニホングリ数品種の微細繁殖を試みたが成功しなかった.そこ

で本研究では,組織培養の比較的容易である実生を材料として微細繁殖を試み成功したので報告する.

[材料および方法]̀丹沢'および 銀̀寄'の2ケ月齢の実生を供試した.次亜塩素酸ナトリウムで殺菌後,一節毎に切り分け,培地

に置床し,芽培養を行った.定着用の基本培地はBW,I)m よびMS(1/2N)とし,サイトカイニンとしてゼアチン,BAあるいは

チジアズロンを5LIM添加した.定着できたクローンはゼアチン5FLM添加のBW培地で継代培養後,0.2,1,5,あるいは25JI

Mのゼテチンを添加したBW培地に植え付け,最適増殖濃度を調査した.その後,ゼアテン1〟M添加のBW培地で増殖し,悼

長したシュートを,IBA15〟M添加の1ノ2BW培地に植え付け,5日間暗黒培養を行い発根処理した.処理後,シュートは以下の

3種類のホルモンフリーの培地に植え替えた.①ゲルライトで固化した1/2BW培地,②1/2BW培地にバーミキュライトを加え,ゲ

ルライトで固化した培地,③液体の1/2BW培地をバーミキュライトにしみこませたもの.発根調査後,発根した個体は,鉢上げ･順

化を試みた.培養は25℃,16時間日長で行い,培地には寒天8g･1-1(発根培養時を除く)とショ糖30g･1~1を加えた.

[結果および考察]〔定着段階〕サイトカイニンはゼアチンが最も優れ,ヨーロッパグリで使用されているBAは,シュート数や展英

敬,生存率などでゼアチンに劣った.チジアズロンは,シュートの生長等には良い結果をもたらさなかった.ヨーロッパグリの組織培

養における基本培地はMS(1/2N)の使用が多いが,本実験ではクリと同じブナ科のクヌギの組織培養で開発されたBW培地上

でも良好なシュート生長が確認された･クルミ用の培地で奉るD打Ⅳで生長したシュートは,水没状化するものが多かった･〔増殖

段階〕ゼアチン濃度とシュート長との間に2次相関がみられ,7〃M付近が最適濃度となったが,ゼアチン濃度が高くなると水浸

状シュートの割合が高くなるという指数相関もあった.増殖効率に相関関係がなかったことより,増殖段階にはlJJMゼアチンを

添加したBW培地を使用することにした.〔発根段階〕発根率は②の培地が最も高く(58%),①の培地が最も低かった(31%).

また発根数や最大根長は②と③の培地が優れていた(第1図).②の培地で発根したシュートは,順化中の生長が優れ,また鉢

上げ･順化できた個体の割合も他の培地で発根したものより高く,その結果,発根処理したシュートの約半数が鉢上げできた.以

上,ニホングリ実生の微細繁殖は可能であることが示されたが,同手法ではニホングリ品種の再生個体は得られなかった.今後,

基本培地等を再検討する必要がある.
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第1図 異なる培地で発根したニホングリ実生シュート

(①ゲルライト固化培地;②バーミキュライト添加ゲルライト固化培地;③バーミキュライトのみの培地)
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